
[2018スタンダードIⅡ∧B受 基本問題1241
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[2018スタンダニドIⅡ AB受 基本問題1251

Al(Ol,A2(1)を とる。%≧ 1に対し,線分 A"A"+1を 4:1に外分する′点をA"+2(α
"+2)と
するとき,

α
"を
ηの式で表せ。ただし,αl=0,α2=1とする。
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[2018スタンダニドIⅡ AB受 問題A381]

/1とする。また,π 〓1,

て,円 0"に外接し,2辺 AB,ACに接する円を 0"+1,そ の半径を/"+1とする。ただし /"+1<γ
"と
する。

/1を求めよ。

/"+1を /"を用いて表せ。

円 01か ら円 0"までの %個の円の面積の和 島 を,κ を用いて表せ。      (2.:。  城 多貧た )
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[2018スタンダードIⅡ AB受 問題A3821

正四面体ABCDの頂′点を移動する′点Pがある。点 Pは,1秒ごとに,隣の3頂′点のいずれかに等しい確率

=で

移

るか,も との頂点に確率 1-α でとどまる。初め頂点 Aにいた点 Pが ,π 秒後に頂点Aにいる確率を2とする。
ただし,0<α <1と し,π は自然数とする。

数列{2}の漸化式を求めよ。

確率′″を求めよ。
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[2018スタンダードIⅡ AB受 問題A霞 ]

数列同 を次のように定める。亀=1と し,自然数 "に
対してら がき ったとき,曲線 Q:ノ=青 χ2上の点 P"

(α″,α ")を
通り,点 P"における曲線 C″ の接線に垂直な直線を2"と し,C"と 2″ の共有′点のうち,P"と異なる点の

χ座標をα″+1とする。

数列
{α″}の一般項を求めよ。

C"と 2"で囲まれた部分の面積をИ
"と
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[2018スタンダードIⅡ AB受 問題A鍛 ]

6以上の整数 %に対して不等式 2">η 2+7が成り立つことを数学的帰納法により示せ。

等式 ,9=夕′+7を満たす素数の組 (p,9)をすべて求めよ。
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[2018スタンダードIIAB受 例躍49]

ら1だけ正の方向へ進むものとする。点%

る確率をλ とする。

3以上のηについて,p",p″ _1,p"_2の関係式を求めよ。

3以上のπについて,ム を求めよ。
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[2018スタンダードIⅡ AB受 問題B385]

Aと Bの 2人が,1個のさいころを次の羽頃により投げあう。

1回 目はAが投げる。

1,2,3の 目が出たら,次の回には同じ人が投げる。

4,5の 目が出たら,次の回には別の人が投げる。

6の目が出たら,投げた人を勝ちとし,それ以降は投げない。

κ回目にAがさいころを投げる確率α
"を
求めよ。

ちょうどπ回目のさいころ投げでAが勝つ確率′"を
求めよ。

κ回以内のさいころ投げでAが勝つ確率 9″ を求めよ。             (ゎ (l 一石寄た
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[2018スタンダードIⅡ AB受 問題B386]

夕=2+√ とぉき,自然数π=L2&― に対してら =夕"+←
÷ド
と定める。

αl'α2の値を求めよ。
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